
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

６月１８日（日）高柳の三和住宅にしなすのスポーツプラザで開催された親善グラウン

ドゴルフ大会に三島地区コミュニティから２６名が参加しました。 

団体優勝、個人男子・女子ともに優勝し、見事三冠を獲得しました。 
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◆ 令和 ５ 年度 ◆ 

第３５回 三島公民館 ＆ 三島コミュニティ まつり 

１０月２２日（日） ９：３０ ～ １５：００ 

ご来場をお待ちしています。 

 

･･･ 今年は キッチンカー が来るよ～ ･･･ 

第２６回西那須野地区コミュニティ親善グラウンﾄﾞゴルフ大会 

～ 三島地区コミュニティは「三冠」、おめでとう！！ ～ 

◆ 団体優勝に歓喜する三島チームの皆さん ◆ 

男子優勝 畑 弘幸さん（西三島）

女子優勝 福田 幸子さん（西三島）

個人の部

優勝 三島地区

準優勝 中央地区

三位 大山地区

団体の部



♥ 除草作業 ♥ ・・ご協力ありがとうございました。 

７月２日（日）と９月３日（日）早朝６時３０分から、恒例の三島 

公民館周辺の除草清掃活動が行われました。大勢の皆さまからご協力 

をいただき、１時間程で見違えるようにきれいになりました。 

 

 

 

７月１日（土）に、従来から三島コミュニティ文化教育部と育成会が協力して実施して

きた「七夕まつり」を３年ぶりに開催しました。 

約８０人の子ども達が参加し、保護者

の皆さんや地域の方々と一緒にきれい

な飾りを作り、短冊にはかわいらしい

夢や目標を書いて、４本の大きな竹の

葉に飾りました。 

コミュニティ会長や校長先生から

色々なお話を聞き、七夕の紙芝居を楽

しんだ子ども達にとって貴重な体験に

なったと思います。 

 

 

 

 ９月５日（火）、４年ぶりに福祉部事業を開催し、地区の皆さん約５０名が参加し、 

「福祉ＳＯＳゲーム」を体験しました。 

各地区の自治会役員、民生委員、福祉部部員がそ

れぞれ６班に分かれ、４つの「相談」に対して相

談者が安心できるように、地域にある施設、窓口、

システムや人材など活

用できるものはないか

と様々な意見を出し合

いました。「相談」の解

決に「地域の力」も必要

だと改めて実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島小 七夕まつり 

◆  福祉部事業：福祉ＳＯＳ(社会資源・お悩み・相談）ゲーム 

福祉ＳＯＳゲーム（Ｓ：社会資源、Ｏ：お悩み、Ｓ：相談）とは  社会資源を記載したマップを

使用し、「相談事例」をどの社会資源につなげるかを議論していくゲームです。近年、

地域の福祉課題が多様化・複雑化しており、行政のみで解決するには限界があり、地域

住民同士で支えあう仕組みの構築や関係機関の連携・協働が必要となっています。 

ゲームの目的は、地域で日々生じている様々な課題を想定し、それを他人事として

とらえずに、「もし自分がその相談を受けたら」「もし自分がそうだったら」といった視

点で（自分事として）とらえ直すことです。そして、この相談を解決するために、どこ

につなげば・どこと連携すれば効果的なのかをグループで話し合います。 



□□ 「古布」 寄付のお願い □□ 

介護福祉施設などで使用する「ウエス作り」用の古布を集めています。 

「ウエス」には、ご家庭で不要になったタオルやシーツ、Ｔシャツなど吸水性の良い

綿製が好まれます。現在このような古着が不足しており、随時受け付けをしています

ので、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

台風とコロナで中止となっていた恒例の納涼盆踊り大会が、三島神社を会場に５年ぶり

に開催されました。台風７号の影響で１日順延され、８月１６日に開催となりました。 

準備中に降っていた雨も開会式前には止み、三島おはやし会の生演奏で、大勢の皆さん

が参加されて、久しぶりの日光和楽踊りを楽しみました。休憩時に雨が降り出し、３０分

早く切り上げての終了となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も昨年に続き、猛暑の中で総合防災訓練を実施し

ました。Ｍ６の直下型地震の発生を想定した「班長から

の情報収集伝達訓練」「徒歩での避難訓練」、また消防署

員や消防団員の指導の下「水消火器による初期消火訓

練」「ＡＥＤを使用した心肺蘇生訓練」を体験しました。 

子どもたちも多く参加し、休憩時にはカキ氷をいた

だきました。最後に、炊き出し訓練の「炊飯袋で作った

ご飯」の配付があり、訓練を終えました。 

 

 

 コロナ禍中では敬老事業は中止になったり、厳しい制約の中で実施されてきましたが、

今年度から制約が緩和され、徐々に従来の敬老会に戻りつつあるようです。 

 令和５年度の各自治会の敬老会（敬老事業）は、以下の日程で実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 西三島：総合防災訓練                ７月２３日（日）  

あ ♥ ♥ 敬老会 開催 ♥ ♥ あ 

自治会 開催日 対象者数 開催内容 自治会 開催日 対象者数 開催内容

東三島 9月10日 205 記念品贈呈 東赤田 9月3日 56 祝賀会

三　島 9月16日 74 祝賀会 南郷屋 9月17日 129 記念品贈呈

西三島 9月17日 234 祝賀会 五軒町 9月10日 236 記念品贈呈

～ 三島公民館に直接お持ちください ～ 

◆◆◆ 三島三地区・合同納涼盆踊り大会 ◆◆◆ 



 
 
 

 

 

日本三大稲荷のひとつとして広く人々に親し

まれ、多くの参拝者が全国より訪れる笠間稲荷

神社を訪ねました。自由に境内を散策した後、

家族の健康と安全を願いました。その後那珂湊

に移動して、海鮮丼の昼食と買い物を楽しみま

した。次の「めんたいパーク」では、明太子の製

造工程を見学して、出来立ての試食もしました。 

久しぶりの交流にバスの中でも会話が弾み、

心も身体も大満足の有意義な一日を過ごしました。 

 

 

 夏休みも始まり、子どもたちも参加した「夏

祭り」を行いました。初めに「金魚釣ゲーム」

で釣り上げた魚の点数を競いました。続いて

「輪投げ景品取りゲーム」では、紙コップに

入った駄菓子等をめがけて輪を投げました。 

最後に子どもたちと「じゃんけんゲーム」

を行い、景品目当てに「最初はグー！じゃん

けんポン！」と皆さん気合が入っていました。 

 

 

コロナ禍で中止となっていた公民館まつり・福祉まつりが４年ぶりに開催されました。

館内では、作品展示と「スクールガード感謝の集い」

の後に、「フェアリーヴォーチェ」のコンサートで美

しい歌声が響きました。大勢の人が聞き惚れました。 

庭では、一品寄付の福祉バザーと焼きそば・焼き

鳥・カキ氷などが販売されました。昔遊びのけん玉

や水ヨーヨーやコイン落としに、子供たちの歓声が

響きました。最後に「がらまき」を実施して、久しぶ

りのにぎやかな公民館まつりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

～地域だより～ 

▼ 東赤田：笠間稲荷神社と那珂湊の旅   ７月１５日（土） 

▼ 南郷屋：生きがいサロン              ７月 2８日（金） 

編集後記 新型コロナ感染症がインフルエンザと同じ５類になり、全国で様々な行事

が再開しています。この三年間開催が見送られてきた花火大会が再開したので、酷暑

の中で場所取りをして、真岡市、小山市、足利市の大きな花火大会を満喫してきまし

た。秋になると、各地のお祭り、体育祭などの行事が数年ぶりに再開されます。また、

これまで我慢してきた旅行を計画する方も多いのではないでしょうか。 

一方身近なところでも、未だにチラホラと新型コロナ陽性者が出ています。引き続

き基本的な感染予防対策をして、「５類の秋」を楽しみたいものです。Ｙ．Ｓ 

▼ 西三島：公民館まつり･福祉まつり       ８月２０日（日）  


